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要約：マングローブ植生域表流水中の溶存 Fe 濃度の実態及び，表流水中の溶存 Fe とタンニン含有率との
関係性を検証するため，マングローブ植生域における表流水中の水質を測定し，両者の関係を解析した。調
査対象地域は，マングローブ植生域として宮古島の島尻地区と川満地区とし，非マングローブ植生域の同島
浦底地区を対照とした。供試表流水は 2011 年 8 月から 2012 年 3 月まで月 1 回，大潮の最干潮時に各地区の
上流域から沿岸海域まで計 16 地点において採取した。得られた結果は以下の通りである。（1）マングロー
ブ植生域の表流水中溶存 Fe 含有率（0.11～0.27 mgL－1）は非マングローブ水域の表流水中溶存 Fe 含有率（0.09
～0.14 mgL－1）よりも有意に高かった。（2）表流水中の溶存 Fe とタンニン含有率は，全ての調査対象地区
において，上下流域では低く，中流域では高かった。（3）表流水中の溶存 Fe とタンニン含有率との関係は，





































































































からの林幅は 1 m から 10 m 程度であり，河口から上流ま
でおよそ 200 m であり，周囲はサトウキビ畑地に囲まれて
いる。
　川満地区（B）は，Spalding et al.20）の分類に従う 5 種
の マ ン グ ロ ー ブ 樹 種（Avicennia marina, Bruguiera 
gymnorrhiza, Excoecaria agallocha, Kandelia candel, 
Rhizophora stylosa）が生育し（表 1），R. s. が優占する。






ブ樹種（A. m., B. g., K. c., R. s.）が生育し（表 1），R. s. が
優占する。川岸からの林幅は 2 m から 20 m 程度であり，
河口から上流までおよそ 500 m であり，周囲はサトウキビ
畑地に囲まれている。





　水試料は，上述した地区（図 2）の 16 地点において，








8 w/v）1 ml を加え，室内（25±5℃）において 1 時間放
置した。放置後，標準試薬としてタンニン酸（Chinese 







学）で洗浄後 3 MHCl に 24 時間浸漬後蒸留水で洗い流し，
乾燥後 pH 3.2 の 10 M ギ酸–2.4 M ギ酸アンモニウム緩衝液
23）を 0.5 ml 加えた。供試原水を，10 ml シリンジを用いて




























　図 5 に各調査地域における表流水中の溶存 Fe 含有率と
タンニン含有率との関係を示した。マングローブ植生域で
ある島尻と川満地区における両者の関係は，それぞれ P＜
























りも有意に高く（図 3），最大で 0.27 mgL－1 であった。こ
の値は，長尾19）によってとりまとめられた一般河川水の
















































図 5　宮古島におけるマングローブ（島尻，川満）及び非マングローブ植生域（浦底）中の溶存 Fe とタンニン含有率との関係
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Elution of dissolved Fe  from mangrove  soil  by  tannin 
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found  in  the non-mangrove estuary. The results suggested that  tannins produced  in mangrove trees 
might well  contribute  to  increase dissolved Fe concentration  in  the surface water by  the enhanced 
elution of Fe from the floor soil.
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